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研究成果の概要（和文）：日本を含むアジアの8つの国・地域において、人生におけるどのような出来事や家族
など他者とのかかわりが人びとの幸福度に影響を与えるかを、インタビュー調査による国際共同研究によって比
較した。幸福／不幸と人生におけるその変化の原因として最も重要なのは、結婚、子育て、介護など、家族との
かかわりであった。また、同じアジアでも、イエの継承やジェンダー役割の重要性は、社会ごとに異なることも
明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This project investigated how events and social capital over the life course
 affected subjective well-being and its changes in eight Asian societies, including Japan, through a
 semi-structured interview with international collaborators. The most critical factor in these Asian
 societies was family relations, such as marriage, childrearing, and caring. Apart from this 
commonality, we also observed differences between societies, such as family succession and gender 
norms.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
幸福にかんする国際比較可能なアンケート調査のデータはすでに存在するが、インタビュー調査のデータはほと
んど存在しなかった。この研究でおこなったインタビュー調査のデータは、将来研究者向けに公開する予定であ
る。また、東南アジアやモンゴルを含む地域のデータも希少である。アジアにおいて家族とのかかわりが幸福に
大きな影響を与えていることは、少子高齢化が急速に進行するこれからの時代に国家が何をするべきかを検討す
るための前提となるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 主観的ウェルビーイング、すなわち幸福の概念や規定要因に欧米とアジアとの文化差が見ら
れることは、社会心理学の実験研究においてこれまでも指摘されてきたが、研究対象は日本など
特定の国に限られがちであった。また、社会関係資本が主観的ウェルビーイングに与える影響に
ついての計量的な研究は欧米でもアジアでも豊富に存在するが、各社会に固有な文化的・制度的
文脈の影響を丁寧に分析したものは多くない。さらに、主観的ウェルビーイングに関する量的な
国際比較調査データは世界価値観調査などこれまでにも存在したが、体系的に収集された国際
比較可能な質的調査データは存在しなかった。 

 

２．研究の目的 

 そこで本研究では、アジアにおける主観的ウェルビーイングの社会的メカニズムの特徴と多
様性を、ライフコースにおける中間集団すなわち社会関係資本とのかかわりに着目して解明す
るために、アジア 8 ヶ国・地域、すなわち日本、韓国、台湾、モンゴル、タイ、インドネシア、
フィリピン、ベトナムの研究者による国際共同研究をおこなう。前身プロジェクトの量的国際比
較調査ですでに得られているデータと、半構造化インタビュー調査で今回新たに収集する質的
データを統合する混合研究法により、ウェルビーイングの因果メカニズムにおける各社会の制
度的・文化的文脈の効果を解明し、少子高齢化による福祉国家の困難というアジアが直面する課
題の解決に向けた政策デザインを提供する。 

 

３．研究の方法 

 ライフコース上の出来事、特に社会関係資本が主観的ウェルビーイングの水準と変化にどの
ような影響を与えるかを探索的に分析するために、アジア 8 ヶ国・地域で共通のプロトコルに基
づく半構造化インタビュー調査（Social Well-Being Interview in Asia：SoWIA）を実施した。 
 インタビューの対象者は各国 24 名とし、居住地域（都市部／村落部）、性別（男性／女性）、
年齢（40-59 歳／50-59 歳）、幸福度（低／中／高）を組み合わせた 24 個の割当枠からそれぞれ
1 名ずつ抽出した（例：都市部・男性・40-59 歳・幸福度低）。ベトナムのみは、地域ごとの社会
経済的・文化的違いが顕著、かつ人口構造上若年層が多いとの現地研究チームの見解に従い、居
住地域（都市部／村落部）、性別（男性／女性）、年齢（20-39 歳／40-59 歳／50-59歳）、地域（北
部／中部／南部）を組み合わせた割当枠から 36 名を抽出した。 
 対象者は原則として、前身プロジェクトで 2015-17年にアジア 8 ヶ国・地域で実施した量的国
際比較調査（Social Well-Being Survey in Asia；SoWSA）の回答者から抽出した。しかし、後
述する新型コロナウイルス感染症の世界的流行による調査の中断などにより回答者の追跡が困
難になった国では、新たに候補者を探した。この場合も、量的調査の設問のうち分析上不可欠な
ものへの回答は、インタビュー時に別途収集した。 
 実施時期は、当初は 1 年目（2019 年度）と 2 年目（2020 年度）にすべての国の調査をおこな
う予定だった。しかし、2020 年初頭に始まった新型コロナウイルス感染症の世界的流行による
国内外の移動制限や研究機関への立ち入り制限、さらに政治情勢の不安定化や自然災害などに
よる調査員や対象者の安全確保の困難などの事情により、いくつかの国で長期にわたる中断を
余儀なくされた。本研究の研究期間も 1 年延長され、最後まで残っていたフィリピンとタイでの
調査が完了したのは 2023 年に入ってからであった（表 1）。 
 インタビューでの主な質問項目は以下の通り。対象者の基本属性、人生で最も幸福／不幸だっ
た時期（理由、家族・近隣・職場・その他の社会集団・公的機関・その当時の社会経済的状況と
のかかわり）、10 歳から現在までの各年齢での幸福度の変化とその理由（ライフイベントなど）、
将来の幸福度の予想、幸福と不幸の定義。 
 

表 1：Social Well-Being Interview in Asia の実施時期と対象者の選出方法 

国・地域 居住地域 実施時期 対象者 新規対象者の抽出法 

日本 都市部 2020/2-9 新規 エリアサンプリング／機縁法 
 村落部 2020/8-9  新規 機縁法 
韓国 都市部・村落部 2020/1 新規 エリアサンプリング 
台湾 都市部・村落部 2020/7-2021/1 新規 機縁法 
モンゴル 都市部 2019/9 SoWSA  
 村落部 2020/9 新規 機縁法 
タイ 都市部・村落部 2022/10-11 新規 機縁法 
インドネシア 都市部・村落部 2019/9-10 SoWSA  
フィリピン 都市部・村落部 2022/8-2023/1 SoWSA  
ベトナム 北部 2019/11-12 SoWSA  
 中部・南部 2020/7 SoWSA  



 

 

４．研究成果 
(1) 幸福と不幸の一般的要因 SoWIA インタビューでの語りの分析から、以下のことが明らかに
なった。第一に、日本調査における人生で最も幸福だった時期と不幸だった時期の語りの共起ネ
ットワーク分析によれば、両親、仕事、子どもの 3 つのキーワードは、幸福にも不幸にもともに
関連していた。このことは、家族（夫婦関係というよりは世代間関係）という社会関係資本が幸
福の原因にも不幸の原因にもなりうる両義性をもつことを示唆する。また、近所の人びとという
社会関係資本は基本的には幸福の要因になるが、女性では不幸の要因にもなりうることが確認
された（文献③、④）。第二に、日本、韓国、ベトナム、モンゴル、インドネシアにおける、人
生で最も不幸だった時期についての語りを、Uchida & Kitayama(2009)の Cultural Folk Model
にあてはめた分析によれば、不幸な出来事に対する対処や適応の仕方には文化差があった。すな
わち、不幸の原因を他者や環境に帰責する対処法はモンゴル、インドネシア、韓国で多く見られ
たのに対し、自己成長の機会と捉える対処法は日本で多く見られた。（文献①）。 
 
(2) ライフコースにおける幸福度の変化の要因 SoWIA インタビューで尋ねた人生における幸
福度の変化とその理由の分析から、以下のことが明らかになった。第一に、日本調査の分析によ
れば、結婚は男性の幸福度を上昇させるが、女性では幸福度を低下させることもある。子どもに
かかわる出来事は幸福度の増加の原因にも減少の原因にもなるが、いずれも女性で大きな影響
があり男性では影響が少ない。離家は女性で幸福度の増加の原因になる。一方、仕事上の成功や
失敗は、男性の幸福度を大きく増減させるが女性では影響が少ない（文献⑥）。第二に、日本、
韓国、ベトナム、モンゴル、インドネシアにおける、職業が幸福度の増減に与える影響の分析に
よれば、まず職歴のあり方が社会によって大きな違いがあることが明らかになった。すなわち、
たとえばベトナム、モンゴル、インドネシアといった新興・途上国では、さまざまな職業を転々
としキャリアの継続や蓄積が見られない人が多く存在した。その上で職業生活上のどのような
出来事が幸福度の増減に寄与するかについては、自営の場合は事業の成功や失敗、被雇用の場合
は職場の人間関係や昇進などが寄与する傾向が普遍的に観察された（文献②）。 
 
(3) アジア型ウェルビーイングにおける家族の役割 本研究では社会関係資本がウェルビーイ
ングに与える影響に注目しているが、上記(1)、(2)からわかるように家族は最も重要度の高い社
会関係資本と言える。家族との関係が幸福の重要な要因であることは欧米も含めて普遍的に知
られていることだが、SoWIA インタビューで日本や韓国を中心とする東アジアの特徴として改め
て浮かび上がったのは、世代間の関係とジェンダー規範の重要性である。前者については、日本
におけるイエの継承をめぐる意識が、少子化の進行の中で都市部での村落部でも変容してきて
いることと、にもかかわらず依然として幸福と不幸の大きな要因であり続けていることが明ら
かになった（文献⑤）。後者については、日本と韓国データの分析によれば、ジェンダー役割は
通常時は幸福と不幸の要因にはならないが、家庭内でケアの必要が生じた場合は担い手である
女性の幸福度を下げることが明らかになった（文献⑦）。 
 
(4) 成果の位置づけと今後の展望 コロナ禍による調査の中断前に得られたデータを用いた研
究成果は、日本社会学会や国際社会学会など国内外の学会や英語論文として公表されつつある。
研究期間の最終年度末にようやく最後の 2 ヶ国の調査が終わったばかりなので、今後はこれら
を含めて各国のデータを整備・統合し、国別比較や量的調査データと関連づけた混合研究法によ
る分析をおこなっていく予定である。また、SoWIA インタビューデータは整備が完了したら、韓
国社会科学データアーカイブ（KOSSDA）で二次分析用に公開する予定である。 
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